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 完成した E1G 測定系により人工授精の適期を探り人工授精を実施し、その後の繁殖性を PdG
測定系によりモニタリングした。人工授精は、E1G 測定系で測定された同個体の過去の平均的な
E1G の変動の傾向から推測された E1G ピーク日を含み 3 日連続実施された。その結果、2007 年 8
月 12 日に死産が認められ、人工授精の成功が確認された。以上のことから尿中 E1G をモニター
することによりジャイアントパンダの受精適期を知ること可能であることが実証された。 

























 以上の研究によって開発された E1G ならびに PdG の測定系は、それぞれジャイアントパンダ
の排卵日の予測ならびに排卵後の卵巣機能のモニタリングに活用できることが実証された。この
研究で確立された E1G および PdG 測定系はジャイアントパンダのみならず多くの希少動物の繁
殖生理の解明と飼育下における繁殖に役立つと考えられ、本学位審査会では、上記の成果をまと
めた本論文の内容および参考文献を総合的に審査し、本論文が博士学位 (学術) の学位に値する
ものと判断した。 
